
障害者雇用と雇用率達成のため、障害者就労支援部会を設置

＜大田市コメント＞
関係機関との連携を深め、障害
への理解と障害者就労の拡大を推
進する。

＜労働局コメント＞
関係機関連携の上、企業への受
け入れ要請を行うことで、障害者雇
用に対する理解を深めることにつ
ながり、障害者雇用促進のための
効果的な取組みである。

国と地方自治体の連携による雇用対策好事例

【目的】

【島根県大田市】 【島根労働局ハローワーク石見大田】

【実施概要】

【役割分担】

管内企業への障害者雇用の啓発と障害のある求職者
の雇用促進

◆ 経年の取組で、実習受入企業の増加によって、実習先の選択
肢が拡大、障害者の就労意識も高揚

◆ 平成２５年度（２月末）実習件数３８件、実施事業所数１９所、
実習後の雇用数４件

【大田市】
部会の中心的役割を果たし、

関係機関との調整、管内企業
への実習受け入れの要請等

【ハローワーク】
部会の中心的役割を果たし、

障害者への実習期間中の支援、
企業への障害者雇用に向けた施
策等の活用をコーディネート

【効果】

市、障害者職業・生活支援センター及びハローワークが
中心となり管内関係機関１６団体で「障害者就労支援部会」
を構成し、情報交換、職場実習及び就労支援を実施
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